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Gonepteryx (ヤマ キチ ョ ウッ ) 属 の 蝶 の みず は , を つう 期 表 に 紫 外線 を 構造 色 的 に 反射 する 斑紋 を 持っ て い 
る . この 斑紋 (以下 , 紫外 斑 と 呼ぶ ) を 重要 な 形質 と し て と りあ げ , 本 属 の 系 統 と 分 布 を 論じ た の は 
NEKRUTENKO (1968) で あっ た ,。 その 後 KUDRNA (1975) は これ に 批判 を 加 %, あら た め て 本 属 の 再 検討 を 
発表 し た . 彼 は 紫外 斑 に は 分 類 形質 と し て の 価値 を 認め ず , 従っ て 各種 の 紫外 斑 に 関す る 記述 は な い . 

筆者 は , 蝶 に と っ て は 「 可 視 」 の この 斑紋 に も 一般 の 色 斑 と 同様 の 意味 が ある と 考え , 各種 ( 亜 種 ) の 
紫外 斑 の 記載 を 行う と 共に , その 発現 の 規則 性 と 適応 的 意義 に つい て 若干 の 考察 を 試み た . 

な お 分 類 に つい て は , ほぼ KupRNA(1975) に 従っ た が , 問題 点 ち も いくらか 見 出さ れ た . これ ら の 分 類 学 
的 な 検討 は あら た め て 行う 必要 が あろ う . 


Gonepteryx 属 の 紫外 斑 


1. & 徴 
BEDGDSZEAASEAMROSIOvc, 既に 記し た A, 1980. こと で と りあ げ る Gonepleryx 属 の 
紫外 斑 は , の の 黄色 な どの 地 色 の 上 に 構造 色 的 な 紫外 線 反射 が 併存 する タイ プ で あり (例外 的 に 黄色 の 和 〒 
に こも 現れ る と と が ある )), 直接 に 肉眼 で 観察 は 出来 な い が , Colias 属 の 赤色 種 が 持つ 紫色 の 幻 色 と 相同 の も 
の で ある . 大 き さ や 形状 は 個体 群 に よる 特徴 を 示し , KupRNA(1975) の 考え る ほど 不安 定 な 形質 で は な い . 
一 部 に 個体 変異 の 大 き な 群 が か ある こと に 留意 さん すれ ば , 分 類 形質 の 一 つと し て の 利用 は 可能 で ある . 


2. 発達 段階 (Fig.1) 

本 属 の 紫外 斑 は 前 甚 に 小さ く 現 れ た も の か ら 発達 し て 前 後 閉 全 面 に 拡がっ た も の まで ある が , MMRR 
Dercas や Phoebis に み ら れ る よう な 期 縁 や 次 端 部 に 別 の 斑紋 が 現れ る 例 は な く , 発現 様式 は その 発達 の 度 
合 に ほほ 限ら れる . 本 報 で は この 発達 の 度合 を 次 の 5 段階 (Grade) に 分 類 し た . 外縁 に は 紫外 線 を 反射 し な 
v "RED" が 若干 残る の が 普通 で , その 形 に ゃ 各個 体 群 の 特徴 が 現れ る . 

Grade I 紫外 線 反射 の な いも の , RUARO REDDA + O. 

Grade II 前期 基部 か ら 中 央 部 に 紫外 斑 の 現れ た も の . 外縁 は 広い 縁 ど り と な る . 

Grade IT II と 次 の III の 間 に は 中 間 的 な 型 も 多い の で , 紫外 斑 の や や 拡がっ た も の を IT と し て 区 別 し 
た . 縁 ど り は 当然 II 刑 よ り は 細く な る が , 外縁 に 平行 する 型 と 後 角 付 近 で 幅 の 広く な る 型 が 
ある . 
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Fig. 1. Developmental grades of ultraviolet reflectance patterns in Gonepteryx species. 


Grade II 紫外 斑 か が 前 次 全面 に 拡がっ た も の . 縁 ど り は ほとん ど な い 場合 も ある . 
Grade IV 前 後 凌 に 紫外 斑 を 持つ も の . 後 凌 で は 大 き さ に 変化 が 多い ( 六 跡 的 に 現れ る 程度 の も の は III 
型 に 含め た ). 
な お , 1) 前後 頑 中 室 端 の 棋 赤 色 紋 は 紫外 線 を 反射 する こと , 2) や に は この 紋 以外 に 反射 は な いこ と , 
3 ) 紫外 斑 が 発達 する と 中 室 紋 の 反射 は これ に 般 わ れ て 見 えな く な る こと は 各種 に 原則 的 に 共通 し て いる 
の で 必要 な い 限 り 省略 し , 紫外 斑 以 外 の 諸 形 質 は 次 形 ・ 色 彩 (ECS) な ど 簡 単に 記す ナ に と ど め た . 


研究 の 方 法 
紫外 斑 の 形状 の 確認 は 乾燥 標本 の 紫外 線 写真 に よっ た (Figs. 2 - 37). 撮影 に 用 いた フィ ルター は Kodak 
18 A, 撮影 波長 域 は 300 - 400 nm の 近 紫 外線 で ある . これ は 昆虫 の 「 可 視 」 紫 外線 の 範 胃 に ほぼ 一 致す る . 
照明 は 360 nm 付近 に 最大 波長 を 持つ 捕虫 用 蛍光 燈 に より 標本 正面 や や 上 部 より 行っ た . な お , 詳細 は 松野 
(1980 を 参照 され た い . 
前 次 紫 外 斑 の 中 央 部 に 現れ る 了 暗色 の 条 斑 は , 疲 時 代 の 帯 糸 の 跡 が 凹み と な っ て 紫外 線 の 反射 を 乱 し て い 
る も の で あり , 斑紋 で は な いと 判断 し た . 
裏面 が 緑 な いし 白色 を 帯び る 種 ・ 亜 種 ま た は 型 は 裏面 に る 紫外 線 反 射 が ある が , これ は こと ここ で いう 紫外 
斑 に は 含め な か っ た . し か し , 色彩 の 一 部 と し て 蝶 の 色覚 に 含ま れ て いる と 考え られ る ,. 
構造 色 的 な 紫外 線 反 射 の メカ ニズム は 明らか で は な い が , 紫外 斑 の 部 分 を 検 鏡 す る と そり 反っ た 形 の 
cover scale と その 整然 と し た 配列 が 特徴 的 で , 鱗粉 の 内 部 構造 と 共に これ ら も 関係 し て いる か も 知れ な 
V. 


Gonepteryx 属 の 分 類 


KUDRNA (1975) は 本 属 に つい て 若干 の 亜 種 の 整理 と 種 へ の 昇格 を 行い (その 根拠 は の 交尾 器 と 鱗粉 の 差 
だ が , 必ず し ゃ 具体 的 に は 示さ れ て いな い ) 3 群 13 種 と し た . この うち ヒマ ラ ヤ か ら 華 西 へ か け て の 
rhamni 種 群 の 取扱 い に つ いて は 問題 が か ある の で 以下 に 詳 述 する . 

KUDRNA は 広義 の ヒマラヤ 地域 (チト ラル か ら 西 北 ビ ル マ ま で ) の も の を rhamni DÆ nepalensis と 
L, 華 西 産 は 独立 種 に 昇格 の 可能 性 を 示 唆 し な が ら も ゃ 一応 rhamni に 含め た が , その 亜 種 名 に は carnipen- 
nis を あて , 従来 用 いら れ て いた chinensis は その シノ ニム と し た . carnibennis の 基 産 地 は Kali Valley, 
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すなわち ネパール 西端 の イン ド と の 国境 で ある . 従 っ て これ に よれ ば 亜 種 carm め err 々 zs は , ネパール の 一 部 
と 華 西 に 隔離 分 布 す る 不 自然 を 生じ (チベット か ら の rhamni 種 群 の 確実 な 記録 は 筆者 の 探し た 範囲 で は 
見 出せ な か っ た ), また ネパール 内 で の 亜 種 ebalensis と の 関係 が 問題 に な る . 

これ ら に つい て 筆者 が 検 し た と と ろ で は , ヒマ ラ ヤ 地域 で も ネ ペ ー ル (隣接 地域 を 含む ) 産 は , rhamni 
(s. str.) と は 期 形 ・ 期 脈 ・ 色 彩 に 相違 点 が 認め られ る . これ を 独立 種 と する 牧 林 (1976) の 主張 は 妥当 で あ 
255. し か し , ヒマ ラ ヤ 西北 部 の カシ ミー ル (パキスタン 北部 を 含む ) 産 は , 少数 を 検 し た の み だ が , ネ 
パー ル 産 と は 異な り 小 型 で 色彩 も rhamni (s. str.) に より 近い も の で あっ た . 華 西 産 は 次 形 ・ 色 彩 な ど 特 異 
な 個体 群 で 。 ネパール 産 が さら に 特 化 し た 印象 を 受け る . rhamni (s. str.) に 対し て 比較 する と 華 西 産 と ネ 
パー ル 産 に は 同一 傾向 の 特徴 が 多い . 

KUDRNA が carnipennis と し て 用 いた 材料 は 華 西 産 の 6 0 2 9 Gb 0, 記述 され た 特徴 は 筆者 の 調べ た 
華 西 産 の 標本 と 一 致す る が , 彼 が 基 産 地 ネ パー ル の carnipennis を 実 見 し た か は 明らか で な い . また , 
nepalensis に 関し て は 詳細 な 分 布 お よび 使用 し た 材料 の 産地 は 記さ れ て お ら ず , 特徴 の 記述 も 十分 に 具体 
的 で は な い の で , carnipennis と nepalensis の 比較 の 妥当 性 の 検証 は 筆者 に は で き な か っ た (比較 すべ き は 
カシ ミー ル 産 か ネパール 産 か も る は っ きり し な い ). いずれ に せよ KUDRNA の 記述 か ら は carnipennis OE 
体 は 不明 で あり , 華 西 産 に この 名 を 用 いる こと は 筆者 に は 疑問 で ある . 従っ て 本 報 で は 華 西 産 に は 
“chinensis” を 用 い , “nepalensis” と と も に それ ぞ れ 独立 種 の 地位 を 仮に 与 を て お く こ と と し た . カシ ミー 
ル 産 の 取扱 い (は , ネパール と の 中 間 (ラダ ク 地 方 な ど ) の 分 布 の 有無 や 変異 の 実態 を 確認 し た 上 で の 検討 
を 要する が , 取 敢 々 ず は 被 検 個体 が 少数 で ある こと , ネ ペ ー ル 分 布 圏 の 西部 で は 小型 の 個体 が 見 られ 変異 
が 連続 する 可能 性 も ある こと な ど を 考慮 し , "nepalensis" に 含め る こと と し た. 

これ に より 本 報 で は 本 属 を 15 種 と し , また rhamni 群 に つい て は 以下 の よう に 3 亜 群 に 分 け て 考え た . 
各 群 ( 亜 群 ) 内 の 種 は 原則 と し て それ ぞ れ 代 置 関係 に ある . 


rhamni group 
rhamni sub-group rhamni, “nepalensis”, “chinensis”, maxima, burumensis 
farinosa sub-group farinosa, chitralensis 


amintha sub-group amintha 


mahaguru group mahaguru, aspasia, taiwana 
cleopatra group cleopatra, maderensis, palmae, cleobule 
各種 の 紫外 斑 


G. rhamni 


本 報 で 種 rhamni と する の は ョ ヨーロッパ, 西 シ ベリ ア , 北ア フリ カ , 中 近東 の も る の で ある . カシ ミー ル 以 
東 は 前 項 に 記し た 通り 別種 と し て 扱っ た . 数 亜 種 が 記載 され て いる が , KUDRNA は 北方 系 の rhamni と 南方 
系 の meridionalis に まとめ た . ほか に tianshanica を 認め て いる . 一 般 に 小型 , 次 形 は 狭 長 だ が 南方 の 個体 
群 で は や や 幅広 く な る . 前 期 頂 は 中 程度 に 突出 し , この 付近 の 欧 脈 端 は わずか に 褐色 に な る . 中 室 紋 は 小 
H, 色彩 は の 黄色 , 千 白 一 蒼白 色 で 本 属 と し て 標準 的 . 

ず の 紫外 斑 に は 地方 的 ・ 個 体 的 変異 が 多い . SCUSA HE TR Vo, 





ssp. rhamni (Figs. 2, 3) 
分 布 : Central, North and East Europe, West Siberia. 
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調査 標本 : N. C. and E. Europe (Denmark, Germany, Austria, Czechoslovakia, etc.) 23 ず 16 9, 
European Russia 10 @ 7 €, E. Caucasus (Azerbaijan) 2 の , France 7 @ 2 9, N. Spain 
1é,Italy 49 3 9. 

KUDRNA は 南欧 は 次 亜 種 merzdionalis の 分 布 城 に 含め た 上 で , 両 亜 種 の 移行 地帯 で 中 間 型 が 現れ る と も 
述べ て いる . し か し 今回 調べ た 南欧 産 の 標本 に は 北 イ タリ ア の 大 型 の 1 の 以外 に は 次 亜 種 と の 関連 を 思わ 
せる も の は な か っ た の で , 一 応 本 亜 種 に 含め て 記し た . 本 亜 種 は の や と も 前 超 長 27-29 mm 程度 . 後期 は 
第 3 脈 端 の み 突 出す る . の は 黄色 で 前 後 逆 で 濃淡 の 差 は な い . 平 は 白 ま た は 蒼白 色 . 

ず の 紫外 斑 は 変異 が 比較 的 大 きい . 大 多数 は TTY 型 で , Eb w Figs, 2 - 3 程度 の 変化 が ある . 北欧 
で は II 型 も 現れ , 西ドイツ 産 に は 1 頭 だ が III 型 が あっ た . 中 室 紋 の 紫外 線 反射 は や で は 無い 個体 が 多い . 
NEKRUTENko(1968) は 南欧 で は 紫外 斑 が 大 型 に な る と し て いる が , 今回 調べ た 範 胃 で は その 傾向 は ある も 
の の 安定 し た 差 か 否 か は 確認 出来 な か っ た . 


ssp. meridionalis (Fig. 4) 
分 布 South Europe, North Africa, Lebanon, Sysia, Turkey, Irag, Iran. 
調査 標本 : Morocco 1 # 1 9, Iraq 121 S. 
北ア フリ カ , 中 近東 産 の ほか KUDRNA は 南欧 の 大 型 ( の 20-35 mm, や 30-35 mm) で 色彩 鮮明 な 個体 
群 を 本 亜 種 に 含め た . し か し , NEkRUTENKO は 南欧 産 で は 後 次 に 紫外 理 が な いた め meridionatis と せ ず 
transiens を あて て いる 。 前 項 に 記し た よう に 筆者 の 見 た 南欧 の 標本 に は 本 “ 亜 種 "は 見 当ら ず , ョ ヨー ロッ 
パ 内 で の 両者 の 関係 に は と と で は 言及 で き な い . 
今回 実際 に 調べ た の は モロ ッ コ (前 次 長 32 mm) と イラ ク ( 同 の 29mm, $31 mm の 少数 の 標本 だ が , 
NEKRUTENKO の 示し た 各地 産 の 写真 と 記述 に よれ ば , 本 亜 種 は 原 名 亜 種 に 比較 し て 交 形 が 幅広 く , 後 次 は 
第 3 脈 端 の は か 1b, 2 脈 端 が 突出 する の を も 特徴 の ー つ で ある , 調査 標本 の 色彩 は 原 名 亜 種 と 大 差 な か っ 
^. 
調査 標本 と NEKRUTENKO の 率 外 線 写真 に よる と , ? ふ の 紫 外 斑 は 地域 で 大 きく 暴 な り , 北ア フリ カ と 分 布 
東 限 の イラ ン で は 1IV 型 , 中 間 の シリ ア ・ イ ラク 等 で は IT HI 型 だ が , トル ュ で は IV 型 も 混じる (た だ 
LEARE) この ほか ュー カサ ス 南 西部 か ら IV 型 の 個体 群 が 知 られ , NEKRUTENKO は 別 亜 種 
miljanowskii と し て 記載 し た . KUDRNA は これ も meridionalis に 含め た が , 写真 で 見 る 限り 期 形 は 原 名 亜 
種 に 似 て いる . 


ssp. tanshanica (Fig. 5) 
分 布 : Tianshan Mts. 
調査 標本 : Zailinsky Mts. (Kazakhstan, USSR) 2 ず 4 9. 
原 名 亜 種 よ り 大 型 (前 次 長 31 mm), の は 色彩 な ど 大 差 な い が , 千 は 地 色 の 蒼 味 強く , 中 室 端 絞 は 小型 で 
その 色彩 は 赤 味 少な い 橋 黄色 に な る な ど , 若干 の 相違 点 が ある . 
上 記 標 本 と NEKRUTENKO の 紫外 線 写 真 と よれ ば る の 紫外 斑 は IP 型 , 縁 ど り は 比較 的 広い . 中 室 紋 の 反射 
は の と も ほとん どの 個体 に は 認め られ な い . 


G. “nepalensis” 


パキスタン 北部 か ら ヒ マラ ャ 山脈 沿い に ネパール を 経て ビル マ 西 北部 まで 分 布 . た だ し この 間 の イン ド 
領 Jamu Kashmir の 記録 は 見 当ら ず , 分 布 の 空白 が ある か も し れ な い . EH “India” と ある の み で 昌 
英 領 イン ド の 何処 か は 特定 で き な い , な お カシ ミー ル か ら は 告 の 著 干 の 違い に より G. rhamni gilgitica が 





NII-Electronic Library Service 


The Lepidopterological Society of Japan 


Gonepteryx 属 の 「 紫 外 斑 」 153 


記載 され て いる が , KUDRNA は シノ = ム と し て いる , カ シミ ー ル 産 に 比 し ネパール 周辺 産 は ょ り 大 型 で 色調 
は 鮮明 で あり , 異質 と 思わ れる の で 別個 に 記述 する . 


カシ ミー ル 産 (Fig.6) 
分 布 : N. Pakistan, Azad Kashmir 
調査 標本 N. Pakistan (Hazara etc) 1 à 22, Kashmir 3 ず . 
文献 記録 は 上 記 地 域内 で は Chitral, Gilgit, Chilas な ど に 見 られ る . MAR 27 mm 前 後 , の の 色彩 は G. 
rhamni rhamni に 似 た 黄色 . 期 形 も 似 て いる が 後期 外 絹 の 1 b, 2, 4 各 脈 端 が わずか に 突出 し 橋 褐 色 の 
点 紋 が ある な どの ほか , 次 脈 に も 多少 の 差 が 認め られ る . 中 室 紋 は 小型 . 告 は 白色 . 
SARIE (30. 縁 ど り の 形 も G. rhamni rhamni と ほぼ 同じ . た だ し 所 検 数 僅少 な の で 個体 変異 
の 有無 は 不明 で ある . 


ネパール 産 (Fig. 7) 
分 布 India (Himachal Pradesh), Nepal, Bhutan, N. W. Burma. 
調査 標本 India (Simura, Manali, etc.) 4 ず 4 9, Nepal (Katmandzu etc.) 239 11 9, Bhutan 2 8 
49. 
確認 で きた 記録 の 西北 限 は イン ド 領 Manali 付近 . 分 布 東 限 の 詳細 は 不明 . カシ ミー ル の 個体 群 より 大 型 
で 通常 は ず 32 mm 9 34 mm 前 後 だ が 時 に 小型 の 個体 が ある . 期 形 は 幅広 く , MAMO RHEE, 
後期 外縁 は 第 3 脈 端 の ほか b, 2, 4 脈 端 も 少し 突出 し 褐 点 を 持つ が , その 発達 程度 に は 個体 差 が ある . 
前 次 外縁 は 第 3 脈 端 か ら 前 縁 半分 まで 細く 褐色 . 中 室 紋 は 円 形 で 後 凌 で は 大 型 . の は 明る い 鮮 黄色 , Su 
白色 . み の ゃ と も 裏面 は 緑色 を 帯び 後期 第 7 脈 は 膨大 する . 次 形 や 中 室 紋 の 大 き さ に は 多少 の 地理 的 変異 が 
ある か も し れ な い 、. 
ず の 紫外 斑 は III 型 . 綴 ど り は 極め て 細く 後 角 付 近 で 少し 拡がる . 紫外 斑 の 変異 は 少な い . 


G. *chinensis" (Fig. 8) 


分 布 West China (Szechwan 四川 , Yunnan 雲南 ). 
調査 標本 : 四川 省 康 定 1 の 3 9, 雲南 省 大 理 # 2 9. 

VERITY に よる 基 産 地 は Tachienlu (R€). 標本 の ラベ ル に よる と 同 地 で は G. maxima major LEE 
LTOS, や や 小型 で 前 次 長 28- 30 mm, 前 超 頂 付近 と 後 凌 各 脈 端 の 褐色 部 は ネパール 産 よ りさ ら に 発達 
し 前 期 裏 面 外 縁 の 次 頂 近く で は や や 幅 を 持つ ほど 顕著 と な り , この た め 前 後期 外縁 の 凹凸 は 強調 され て 感 
U2.0 486, や は 白色 で 次 端 な ど 褐 色 部 に 接する 部 分 は 黄 褐色 を 帯び る . 後期 中 室 紋 は 円 形 で 大 型 , 
特に 千 で は 濃 棒 赤色 で よく 目立つ . 裏面 は 褐色 味 が 強い . 

み の 紫 外 斑 は II 型 、 し か し 雲南 産 の うち に IT の 個体 が あっ た . 若干 の 変異 が ある と 推定 され る . 


G. maxima 


東 ア ジア に 分 布 する 大 型 種 . 以前 は G. rhamni の 亜 種 と し て 扱わ れ て いた . 日 本 の 原 名 亜 種 の ほか に 大 
陸 人 に 2 亜 種 が ある . 3058 7 脈 は 膨大 する が G. amintha ほど で は な い . 前 次 外縁 は 第 3 脈 端 か ら 前 緑 計 ば 
まで 細く 褐色 . 中 室 紋 は 大 きく 後 次 で は 外縁 と 平行 な 方 向 へ や や 長 円 形 に な る . 0 の 色彩 は 黄色 な いし 濃 
黄色 , 年 に は 黄色 と 蒼白 色 の 2 型 が ある . 

DARREL TIV 型 , や も 黄色 型 は 紫外 班 を 持つ . 
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SSD. maxima (Fig. 11) 
分 布 : Japan (Honshu). 
調査 標本 : 本 州 中 央 部 (長野 , 山梨 ) 51 2 44 9 
本 州 中 央 部 の ほか 東北 に 分 布 圏 が ある が , 東北 産 は 調べ て いな い . MARRS 34mm 9 36 mm 前 後 で 
大 陸 産 より や や 小型 . MAR KAE 3 脈 の 突出 は 鈍い . の の 色彩 は 濃 黄 色 で 前 次 は 後半 より や や 濃 色 . 
〒\ は 蒼白 色 . 黄色 型 は な いと 思わ れる . 
の の 紫外 斑 は IV W, 縁 ど り は 細く 前 後期 と も ほぼ 同 幅 . 


ssp. major (Fig. 14 & : 15,16 9) 
分 布 East, Central, and West China (Chekiang 河江 , Kiangsi 江西 , Anhwei 安 微 , Szechwan 
四川 , Shensi Prat) 
調査 標本 : 新 江 省 四 明 山 ほか 江南 地方 各地 49 0 32 9, 四川 省 ( 康 定 , 青 城山 ) 3 の 2 9, REEK 
HHI3 25%, 甘粛 省 眠 山 1 S. 
江南 地方 に は 多 産 する が , 四川 省 で は G. amintha より も ずっ と 個体 数 は 少 い らし い . MARRET 
ず 34-36 mm 9 35-38 mm, 四川 産 は 本 属 中 で 最も 大 型 に な りみ で 40mm に 達する も の が ある . RAE 
種 に 比べ て 前 後 凌 の 突出 は より 鋭く , 後 凌 中 室 紋 は 一 般 に や や 大 きい . 裏面 が 強く 緑色 を 帯び る 個体 が あ 
5. ず は 原 名 亜 種 より も 明る い 黄 色 で 前 炊 は 後 交 より や や 濃 色 . ゃ の 黄色 型 は ひつ より も わずか に 色 淡 く , 
前 後 次 の 色調 は 同一 . 白色 型 は 蒼白 色 . 今回 調べ た 40 や は 黄色 型 26 頭 ・ 白 色 型 14 頭 で あ っ た . 中 間 的 な 
個体 は 見 あたら な い . 
ふ の 紫 外 斑 は IV 型 . 縁 ど り は 原 名 亜 種 より 広く , 前 次 より ゃ 後 超 の 方 が 幅 が 広い . 黄色 型 や の 紫外 斑 は 
個体 変異 が 多く , ほとん と 無い ゃ の か ら 前 後 炊 に 拡がる ほど 発達 する も る の まで ある が , 大 多数 は II 型 に 相 
当 す る 程度 で あり , の に 比べ て 反射 は 弱く その 周囲 は 不明 瞭 で ある . 白色 型 や に は 紫外 班 は な い . 


ssp. amurensis (Fig.12 @ ; 13 9) 
分 布 : Korea, Amurland, North-east China. 
調査 標本 : 朝鮮 半島 中 ・ 北 部 7 の 8 ヤ : 中 国東 北 ( 主 に 吉林 省 〕) 9 2139. 
文献 記録 は 北 は Blagoveshchensk か ら 南 は 朝鮮 半島 南部 まで 拡 っ て いる . 旧 熱 河 省 に も 古い 記録 が あ 
る が , 正確 に 本 亜 種 か 谷 か は 不明 . SLE 33-36 mm, 期 形 な ど は 原 名 亜 種 と ssp. major の 中 間 的 特徴 を 
持ち 両 亜 種 そ れ ぞ れ に 似 た 個体 も ああ る . し か し 古い 地名 を 用 いた り 詳 細 な 産地 名 を 欠く 標本 が 多く , 地理 
的 変異 と の 関連 は 調べ られ な か っ た . の と 黄色 型 や の 色調 の 差 は ssp. major の 場合 と 同じ で ある . や の 調 
査 標本 の うち 朝鮮 半島 産 は 黄色 型 7 に 対し 白色 型 1, 中 国産 は 13 頭 全 部 が 白色 型 で あっ た . 
d DRIER IV 型 , 縁 ど り は これ も ゃ 両 亜 種 の 中 間 で 原 名 亜 種 よ り は や や 広い (時 に 同 程度 に 細い 個体 も 
ある ). REMORE ssp. major DE X 0 REL IV 型 が 多い . の と は 縁 ど り が ずっ と 広く 紫外 斑 と 
の 境界 不明 瞭 な 点 で 区 別 で きる . 


G. burmensis 


分 布 : Burma (S. Shan State). 
調査 標本 : な し 
ゃ が 黄色 な どの 特徴 に より rhamni の 亜 種 か ら KUDRNA が 種 に 昇格 し た . 知ら れ て いる 採集 地 (Kalaw 
お よび Heho) は 意外 に 南方 で , Mandalay 東南 約 150 km の 高原 上 に ある . KUDRNA の 記述 に よれ ば , 前 
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期 長 の 29- 30 mm 9 32 mm, Juisi, SARRE., XE G. czzezs25” に 類似 の も の らし い . 
紫外 線 写真 は NEKRUTENKO が 示し て いる . の で は 紫外 斑 は IV 型 , 後 次 で は 第 2 脈 と 第 7 脈 の 間 に 限 ら 
h, G. maxima と は 形 が 異な る . UVP. 


G. farinosa (Fig. 9) 


分 布 Greece, Turkey, Middle East, USSR (Turkmenia). 
調査 標本 : S. W. Turkey 1 à 1 9, Kopet-Dag (Turkmenia, USSR) 6 ず 4 S. 

艇 林 (1976) は 高 冷 地 適応 の 種 と する . KupRNA は 亜 種 を 認め て いな い が , F A = EE QAR 34mm) 
と ソ連 産 ( 同 29- 31 mm) で は 大 き さ ・ 甚 形 な ど に 違い が ある . ず の 前 期 前 縁 か ら 中 央 部 に か け て 細長 い 
特殊 な 鱗粉 を 密生 する こと で 知ら れる が , 肉眼 で は それ ほど 目立つ も の で は な い . 中 室 紋 は 小さ く 不 明瞭 
特に 前 凌 で は 辛 うじ て 存在 が 分 か る 程度 . 色彩 は の は や や 折 え な い 黄色 , 告 は 白色. 

紫外 班 は な い CW), た だ し の に は 前 甚 基部 に わずか な 紫外 線 反射 の ある 個体 が ある . 中 室 絞 の 紫外 線 
反射 も 全く な い . 


G. chitralensis (Fig. 10) 


分 布 : N. W. Himalaya, Afghanistan. 
調査 標本 E. Afghanistan 2 # 1 S. 
G. farinosa の 亜 種 と し きれ て いた が 特殊 鱗 が な いこ と に より KUDRNA は 別種 と し た . Bü XB 29 mm 程度 . 
aniue b EERIE, 外 半 部 は 黄 白 色 . uit. 中 室 紋 は 前 種 と 同じ く 極め て 小型 . 
KARIM, G. farinosa の 一 部 の 個体 と 同様 , 前 次 基 部 に 微か な 反射 が 認め られ る . 中 室 紋 の 反射 も 
な い . 


G. amintha 


中 国 の 中 ・ 南 部 に 分 布 し , 5 亜 種 が ある . 一 般 に 大 型 , uu uu, RA 
第 7 脈 は 着 し く 膨 大 し 裏面 へ 隆起 し て いる . 前 次 の 外縁 は 第 3 脈 端 か ら 前 次 頂 まで 細く 褐色 . PERAK 
型 で 明瞭 . 色彩 は ず の 後期 は 黄色 , MARLEE I 0 2uR3XCUre URRECCUDR E 0—B k RETE 
E. 千 は 白色 か ら 黄 色 ま で 変化 が 多い . 裏面 は み 凶 と も 緑色 の 個体 と 黄色 の 個体 が ある . 3132 udc JK 
は G. maxima に 比べ て 短い . 

ふ の 紫 外 斑 は 前 贅 で は 全面 に 拡がり 縁 ど り は ほとん ど な い が 本 種 に 共通 の 特徴 で ある . 9uG Eco 
わら ず 紫 外 斑 は な い . 


ssp. amintha (Figs. 17, 18) 
分 布 West and North China (Szechwan 四川 , Shensi BRO). 
調査 標本 : 四川 省 ( 峨 眉山 , 青 城山 , RE, DD 410 219, Drs AEUIGIS. 

大 型 で 前 次 長 ず 35- 38mm 9 37 - 39 mm. KARRE 3 脈 端 を 頂点 と し て 張 出し , 1 b - 4 の 各 脈 端 
に 褐 点 が ある . ず 前 次 は 濃 黄 色 , や は 通常 は 白 ま た は 蒼白 色 . 黄色 の 時 が 異常 刑 と し て 報告 され て お り , 
今回 検 し た うち に は 淡 黄 な いし 黄 緑 色 を 帯び た 3 xol, 

の の 紫外 斑 は III 型 . 時 に 後 贅 中 室 に 紫外 斑 の 痕跡 が 現れ る こと が ある (Fig. 18). 
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Figs. 2-37. Ultraviolet reflectance patterns of Gonepteryx species (13, 15, 16, 37 9. : 
others 9). 2. G. rhamni rhamni, Bohemia, Czechoslovakia ; 3. Ditto, Jura, 
France; 4. G. z. meridionalis, Meknes, Morocco (coll. National Science 
Museum); 5. G. z. tianshanica, Zailinsky Mts, USSR. ; 6. G. “nepalensis”, 
Kashmir, Pakistan ; 7. Ditto, C. Nepal; 8. G. “chinensis”, Yunnan, S. W. China š 
9. G. farinosa, Antalya, Turkey ; 10. G. chitralensis, Logar, Afghanistan (National 
Science Museum) ; 11. G. maxima maxima, Nagano Pref., C. Japan ; 12. G. m. 
amurensis, N. Korea (Osaka Museum of Natural History) ; 13. Ditto, 9 (yellow 
form) N. Korea (Ditto) ; 14. G. m. major, Chekiang, E. China ; 15. Ditto, 9 
(yellow form), Chekiang, E. China ; 16. Ditto, Ẹ (Ditto), Kiangsi, C. China ; 17 - 18. 
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G. amintha amintha, Szechwan, W. China ; 19. G. am. limonia, Kiangsi, C. China. 
20. G. am. thibetana, E. Tibet ; 21. G. am. murayamae, Yunnan, S. W. China ; 
22-24. G. am. formosna, Taiwan; 25. G. mahaguru mahaguru, C. Nepal (T. 
Miyashita) ; 26. G. aspasia aspasia, Primorskyi Region, USSR. ; 27. G. as. 
coreensis, C. Korea ; 28. G. as. niphonica, Nagano Pref., C. Japan; 29. Ditto, 
Hiroshima Pref., S. W. Japan (K. Ono) ; 30. G. as. alvinda, Szechwan, W. China ; 
31. Ditto, Yunnan, S. W. China ; 32. G. as. acuminata, Chekian, E. China ; 33. G. 
as. kansuensis, Shensi, N. China ; 34. G. taiwana, Taiwan ; 35. G. cleopatra 
cleopatra, S. France ; 36. G. cleobule, Teneriffe, Canary lds. ; 37. Ditto, 9, Ditto. 
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ssp. monia (Fig. 19) 
分 布 Central and East China (Fukien 福建 , Chekiang 河江 , Kiangsi 江西 , Anhwei Zi, 
Kuantung 広東 ). 
調査 標本 : 河江 省 ( 四 明 山 ほ か ) 38 ず 5 9, 広東 省 九 連山 g, 江西 省 修 水 20 19, KRAKAL 
1 2. 

基 産 地 は 福建 省 . 原 名 亜 種 と よく 似 て お り , ü h r rše T 2 AU GRE RU O 34 — 37 mm S 
37 mm 前 後 . 個体 差 が 大 きい )), 後期 外 転 は あま り 突 出し な い . ず の 前 次 と 後 次 の 色調 の 差 は 少な い . 90 
白色 は 蒼 味 を 帯び な いな どの 差 が ある が , 互い に 変異 は 連続 する . 両 亜 種 分 布 圏 の 中 間 の も の も 含め て 今 
後 の 検討 が 必要 で あろ 2. 

d OPE III 型 で , 原 名 亜 種 と 区 別 で き な い . 時 に 後 次 に 痕跡 が 現れ る こと る ゃ 同じ. 





ssp. thibetana (Fig. 20) 
718 : East Tibet. 
調査 標本 : 西蔵 自治 区 通 麦 68. 

S. E. Tibet の Lalung より 記載 され て いる . 現在 の 洛 隆 で あろ う . 調査 標本 の 産地 は ここ より 南西 へ 約 
100 km の 地点 で ある . BITE 36 mm, 次 形 幅広 く , 後期 外縁 は 1b- 4 各 脈 端 も 突出 し て 弱い 波 型 と な る . 
ずみ の 前 次 は や や 暗い 棒 色 . 後半 は 本 種 に 共通 の 黄色 . 前 次 の 中 室 紋 は 地 色 に 隠さ れ て 目立た な い . 
NEkRUTENKO lC X AE 9 (3X, 

d oS IV 型 , MRAZE, KADRE b SÉ. NERRUTENKO IC X LIT 9 028 PEPEUL 7 
V. 


ssp. murayamae (Fig. 21) 
分 布 : Yunnan ŽA, 
調査 標本 : 雲南 省 大 理 3 ず 1 9, 
HAES 31mm 9 34 mm で 本 種 と し て は 小型 . ず の 前 次 は 明る い 村 黄 色 . 中 室 付近 は 棒 色 味 が 強い . 
告 は 一 様 に 鮮 黄色 で の の よう な 前 後 竣 の 色調 の 差 は な い . 
ふる の 紫外 斑 は IV 型 . た だ し 後 閉 で は 全面 に は 拡 が ら な い . 和 時 の 紫外 斑 は な い . 


ssp. formosana (Figs. 22 — 24) 
分 布 : Taiwan. 
調査 標本 : 台湾 (DUE, WEE) 53 ず 16 9. 
前 次 長 33 - 35 mm. 次 形 は 特 化し 前 超 頂 の 突出 は 少く , 後 超 は 第 3 脈 端 の 突出 を 欠く た め 外 縁 は ほほ 円 
V. 中 室 紋 は 円 型 で 大 型 , 後 凌 で は 直径 3 -3.5mm に な る . ず の の 前 次 は 椅 色 , 後 凌 は 黄色 . SUE. 
み の 紫 外 班 は 前 期 は 全面 で 本 種 に 共通 だ が , 後 次 は 最も 個体 変異 に 富み , 中 室 紋 の みみ の もの か ら ほ と ん 
ど 全 面 に 拡がる も の まで あら ゆる 段階 の 個体 が ある . すなわち HI k IV 両 型 に わた っ て いる . 最も 個体 数 
が 多い の は 中 室 全部 を 埋め る 程度 か ら , これ が 外縁 まで 延び た 形 の も の で ある . 


G. mahaguru 
ヒマ ラ ヤ を 中 心 に 分 布 す る , G. aspasia と の 関係 は 議論 が ある が 現在 で は 別種 と し て 扱わ れる . 文献 記 


録 で は , チベット で GG. aspasia alvinda と 分 布団 が 重複 する と と に な る が , この 地域 の 詳細 な 情報 は 少く , 
また 過去 に は G. aspasia と 同種 し と され る こと と が 多かっ た 経緯 $ も あっ て 分 布 の 実態 は 把握 し 難い . KupRNA 
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は 2 亜 種 を 認め て いる . 


SSD. mahaguru (Fig. 25) 
分 布 N. Pakistan, Kashmir, Nepal, Bhutan, Tibet. 
調査 標本 Nepal 4 の 4 9, Bhutan 5 8 3 $. 
バキ スタ ン 北 部 や カシ ミー ル の 標本 は 調べ る こと が 出来 な か っ た . 小型 の 種 で , WLE23-26mmf& 
E, 後 次 外縁 は 1 b- 5 脈 端 が 突出 し 鍵 歯 状 と な る . 前 後 交 と も 外縁 の 褐色 部 は ほとん ど な い . 中 室 紋 は 
ご く 小 さい . 色彩 は の は 前 次 淡 黄色 , KAROE, そ は 白色 . 
ず の 紫外 斑 は IT 型 だ が 発達 し て IIT 型 に 近い 個体 も ある . 縁 ど り の 形 は G. aspasia niphonica に 似 て い 
2. 中 室 紋 の 紫外 線 反 射 は ほとん と 認め られ な い . 


SSD. zanekoides 
分 布 Burma (S. Chin Hills). 
調査 標本 : な し 
KupsNA に よれ ば 原 名 亜 種 と は 次 形 が 幅広 いな どの 点 で 異な る と いう . 紫外 斑 は 不明 . 


G. aspasia 


東 ア ジア に 広く 分 布 , 6 亜 種 が 認め られ る . 一 般 に 中 ・ 小 型 で , 前 後 次 の 突出 は 鋭く , 中 室 紋 は 小さ い . 
前 期 頂 な ど 外 縁 の 褐色 部 は ほとん ど な い . 色彩 は の は 淡 黄 色 が 基本 で 後 次 は ょ り 淡 色 . 季 は や や 黄色 を 帯 
び た 白 色 で , これ は 全 亜 種 に 共通 . 裏面 が 緑色 に な る こと は な い . 

各 亜 種 と も る ず の 紫外 斑 は 前 次 の み に 現れ , LERRA., た だ し , @ 多 と も 後 頑 中 宏 紋 の 紫外 線 
反射 は 小さ いな が ら 明 瞭 に 認め られ る . 


ssp. aspasia (Fig. 26) 
分 布 North Korea, Amurland, North-east China. 
調査 標本 : 朝鮮 半島 北部 (白頭 山 ほ か ) 200129, 沿海 州 (Sikhote-Alin, Ussuriisk ほか ) 682 
ゃ , 中 国東 北 ( 主 に 吉林 省 ) 17899, 大 興安 嶺 地 域 2 . 
小型 (前期 長 27- 30 mm) で 甚 形 は や や 狭い . 若干 の 変異 が ある が 地理 的 な も の で は な いと 思わ れる . 
ず 前 次 は 黄色 だ が 外 半 部 は 淡色 に な る . KAREE. 
紫外 斑 は II 型 , 安定 し て お り 紫 外 斑 の 変化 は 少 い . 


ssp. coreensis (Fig. 27) 
分 布 Central and South Korea. 
調査 標本 : 朝鮮 半島 中 部 Š, 江原 道 ) 12 ず 3 9. 

KIM(1976) に よる と 朝鮮 半島 の 元 山 と 平壌 を 結ぶ 一 帯 に は 本 種 の 記録 が な い . 原 名 亜 種 と の 分 布 の 境界 
は この 付近 と 推測 され る . 本 亜 種 は 前 次 長 30- 32 mm, RAEL o KEWAT o LEA. 色彩 は 
大 差 な い が , ず の 色調 は いく ら か 濃 色 . 

注 外 斑 は II 刑 、 縁 どり は 極め て 広く , ssp. acuminata と 共に 本 種 中 で 紫外 斑 は 最も 小型 で ある . 








ssp. niphonica (Figs. 28, 29) 
分 布 : Japan (Honshu, Shikoku, Kyushu) 
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調査 標本 : 本 州 中 央 部 (長野 , 群馬 , 栃木 か) 970 32 9, 東北 地方 (青森 , 福島 ) 17219, 近 
BE + HEBDO; 1380 5 €, 四国 2 8, 九州 1 の. 

本 種 と し て は 例外 的 に 大 型 で 濃 色 の 亜 種 . BILE GO 34 mm 9 36mm, ず 前 次 は 濃 黄色 (古い 標本 で は 著 
し く 濃 色 に 変わ る こと が ある )), (Xue. 台 の 色調 は 他 亜 種 に 比べ や や 緑色 を 帯び る . 

紫外 斑 は III 型 . 細い 縁 ど り は 外縁 か ら 前 縁 の 一 部 に まで 廻り 込ん で いる . 縁 ど り の 幅 は 中 部 地方 以 東 で 
は わずか な 個体 変異 が ある の み だ が , 近畿 ・ 中 国 地方 産 は 変異 幅 が 大 きく , Fig 29 の よう な IT 型 の 個体 
$225. 四国 ・ 九 州 の 所 検 標本 は 中 部 産 と 同じ で あっ た . 

村山 (1964) は 岩手 県 産 を 別 亜 種 iwateanus と し て 記載 し , NEKRUTENKO (1970) は 紫外 斑 の 差 を 理由 
に これ を 支持 し た . し か し NEKRUTENKO が 比較 に 用 いた の は 鳥取 県 大 山 産 の 紫外 斑 が や や 小さ い 個 体 で あ 
D, 彼 の 示し た 岩手 県 産 の 紫外 斑 は 中 部 地方 や 青森 県 の ぁ ふつ う の 個体 と 異な ら な い . 筆者 は 岩手 県 産 の 標 
本 を 調べ て いな い の で 断定 は 差し 控え る が , 別 亜 種 と する 根拠 は な いと 考え る . 


ssp. alvinda (Figs. 30, 31) 
分 布 : West China (Szechwan 四川 , Yunan 雲南 , Kansu FB), East Tibet. 
調査 標本 ・ 四川 省 ( 康 定 ほか ) 26 0 12 9, 雲南 省 (大 理 ほ か ) 120 19, 甘粛 省 過 山 3 2. 
独立 種 と し て 扱っ て いる 文献 も る ある. MAR 27-30mm, SURE CECI 22 MA 
外縁 部 も 含め て 一 様 な 淡 黄 色 で ある こと , 後期 は 黄 白 一 淡 黄 白色 で 前 次 と の 色調 の 差 が 大 きい こ と 等 で 区 
列 出 来る . 色調 な ど に は 産地 に より 軽 徴 だ が 比較 的 安定 し た 差 が あり , 地方 的 に 分 化し か け て いる こと と を 
思わ せる . 
芝 外 斑 は 康 定 産 で は IT 型 。 その 他 で は II 型 で 両者 に は 相違 が 見 られ る . 


ssp. acuminata (Fig. 32) 
分 布 E. and C. China (Chekiang HL, Kiangsi 江西 , Anhwei 安 微 , Honan 河南 ) 
調査 標本 : PMLE ( 四 明山 , 天目 山 ほか ) 27 ず 179, 江西 省 九江 2 9, 安 微 省 大 別 山 14 の 7 や, 河 
南 省 鶏 公 山 g 
旧 熱 河 省 か ら の 戦前 の 報告 が か ある が 真 に 本 亜 種 か 否 か は 不明 . BEES G 31 - 35 mm 9 33 — 36 mm. MA 
IR KAR 3 脈 端 の 突出 が 発達 する 個体 が 多く (特に や で 著しい ), その 分 だ け 区 面 積 に 比べ 前 次 長 は 長く 
な る . APES, SIRE TAER KARE LRE, これ ら の 点 は ssp. corensis TA. 9 0E 
色 城 は 淡 黄 色 を 帯び る . 
紫外 斑 は 小さ く , IA, 泊 江 省 産 は 紫外 斑 が 若干 発達 し , 個体 変異 の 幅 も 大 きい 傾向 が ある . 





SSD. kansuensis (Fig. 33) 

分 布 : North-west China (Kuenlung Mts, Kansu HHA, Shensi ra). 
調査 標本 : 区 西 省 太白 山 19 069, 甘粛 省 妨 連 山 1 の 1 や. 

了 西 省 秦 領 山脈 の 個体 群 を 一 応 本 亜 種 と 同定 し た . し か し 甘粛 省 産 は 色調 が や や 濃 色 で あり , KNEE 
衛 由 脈 産 と も 比較 し て 検討 の 要 が ある . BEER 34-36 mm, 後期 は 第 3 脈 端 の 他 に 第 1 b, 2 脈 端 が 突出 
する (あま り 顕 著 で な い 個 体 も ある ). ssp. acuminata と 比べ る と 色彩 は 似 て いる が ば 前 期 外 半 の 淡色 部 は 
ほとん ど な い . 次 面 積 は 本 亜 種 の 方 が 大 きい . 

際 西 省 産 の 紫外 斑 は II 型 . 縁 どり は 比較 的 狭く , ssp. acuminata と は 区 別 出来 る . HEREDAR 
線 撮影 を 行っ て いな い . 
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G. taiwana (Fig. 34) 


分 布 : Taiwan. 
調査 標本 : 台湾 ( 合 望 山 , Hi, BE 480 139. 

本 種 も 以前 は G. mahaguru の 亜 種 と され て いた . 後 次 外縁 が 鎧 歯 杖 と な る 点 は G. mahaguru と 同じ だ 
が , より 大 型 AAR 29-32 mm) C, 前 翔 頂 付近 外縁 の 褐色 部 は 発達 し , 中 室 紋 は 大 きく 明瞭 . の は 乳 
白色 な いし 黄 白色 , 前 次 基 半 部 は 黄 ま た は 黄 緑 色 を 帯び る . 和平 は 乳白 色 . 

る の 紫外 斑 は I 型 . 前 期 基部 に 周囲 不明 瞭 な 弱い 紫外 線 反 射 が か ある. その 大 き さ は さま ざま で 全く な い 
個体 も 多い. や に は 紫外 斑 は な い が , 中 室 紋 の 反射 は よく め だ つ . 


G. cleopatra 


aa 2l DEELER NTA 2` KUDRNA は 5 亜 種 に まとめ た . し か し カナ リー 
諸島 の Teneriffe 鳥 か ら 報告 され た と いう rosei は な お 確認 が 必要 と 思わ れる . また fiori は 局 地 的 な 亜 種 
で あり , 本 種 の 主要 分 布 圏 は 3 亜 種 が 占め る . この うち も 原 名 亜 種 と ssp. italica は 裏面 の 色 を 主 な 区 別 点 と 
する が , それ ぞ れ の 産地 に 互い に 他方 の 特徴 を 持つ 個体 の ある こと は KUDRNA 自身 認め て いる し , 今回 筆 
者 の 調べ た ョ ー ロ ッ パ の 標本 で も 両者 を 明確 に 分 ける こと が 出来 な い . この た め 本 報 で は 両 亜 種 は 一 括 し 
て 記述 する . 


ssp. cleopatra (Fig. 35) 
分 布 N. Africa, Iberian Peninsula, S. France. 
調査 標本 Morocco 48 3 9, Mallorca Is. 18, Spain 9 9, S.France 6 @ 4 9. 
ssp. italica 
分 布 : Italy, Yugoslavia, Greece, South-west Turkey. 
調査 標本 : Italy 50 4 S. 
この ほか 産地 不明 の 4 の を 調べ た . 前 期 長 29- 32 mm, ALEA. 前 次 頂 の 突出 は 弱く , と の 付近 
の 期 脈 端 は わずか に 褐色 , 中 室 紋 は 小型 だ が 明瞭 . の 前 期中 央 部 は 広く 棒 赤 色 で , 外縁 部 と 後 女 は 黄色 . 
裏面 は ssp. cleopatra で は 白 を 帯び た 緑色 , ssp. italica で は 黄色 (この 黄色 は や や 濁っ た 複雑 な 色 で ある ). 
両 亜 種 の 分 布 境界 が 不明 瞭 な こと は 前 述 の 通り で , 中 間 的 な 黄 緑 色 の 個体 も 見 出さ れる . PRAE, KA 
が わずか に 桶 褐色 を 帯び る 場合 が ある . Morocco 産 は の 表面 の 色調 は や や 淡色 , 裏面 の 緑色 は ほとん ど 白 
に 近い な ど 多 少 の 相違 点 が あり , Mollorca 島 産 も これ に 似 て いる . 
紫外 斑 は 原 名 亜 種 , ssp. italica と も IV W, 縁 どり は 明瞭 で 後 凌 で は や や 幅広 く , CG. maxima major に 
似る . 若干 の 変異 が ある が 安定 し た も の と は 思わ れ な い . た だ し Morocco Æ TIRADOR E b 23] < 7 2 
傾向 が ある . 


ssp. taurica 
分 布 Syria, Lebanon, Turkey. 
調査 標本 : な し 
KupRNA に よれ ば , BERE 27-33 mm. ず 前 次 の 棒 色 部 は 減退 し 外縁 は 幅広 く 黄 色 と な る . 
み の 紫 外 斑 は NEkRUTENKO の 写真 に よれ ば , IV 型 で 原 名 亜 種 と 同じ で ある . 
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ssp. fiori 
分 布 : Rhodes Is. 
調査 標本 : な し 
地中海 の ロー ドス 島 特産 . KUpRNA に よれ ば 前 後 竣 の 突出 は 鈍く , み の 人 色彩 は ssp. italica に 似る . や は 
淡 黄 色 . 


NEkRUTENKO に よれ ば , の の 紫外 斑 は 原 名 亜 種 と 同じ IV 型 , 叶 に は 紫外 斑 は な い . 


G. maderensis 


分 布 : Madeira Isls. 
調査 標本 : な し 
本 種 と 次 種 は KUDRNA が 独立 種 に 昇格 し た . G. cleobule と 共に いずれ も 離島 で の G. cleopatra DREE 
で ある , 本 種 は KUDRNA に よれ ば 前 期 長 27-30 mm, の の 前 次 は 椅 色 で 各 室 の 外縁 は 三角 形状 に 黄色 と な 
る . KAREE., 凶 は 黄 褐 色 を 帯び る . 
NEKRUTENKO に よれ ば , ず の 紫外 斑 は IV E, 縁 ど り は 細い . 時 に は 紫外 斑 は な い . 


G. palmae 


分 布 Canary Isls. (La Palma) 
調査 標本 : な し 
KUDRNA に よれ ば 前 次 長 32 mm (36 mm の 個体 も ああ る), eX G. cleopatra に 似る が 全体 に 淡色 , や は 
G. maderensis と 区 別 で き な い と いう . 
紫外 斑 は 不明 . NEKRUTENKO も 写真 を 示し て いな い 、. 


G. cleobule (Fig. 36 @ ; 37 9) 


分 布 : Canary Isls. (Teneriffe, Gomera) 
調査 標本 Teneriffe Is. 18 1 9, Gomera Is. 16 1 9. 

A ARS 35mm, $ 39 mm 程度 ), uu XU dese Cibo. BUEABUEE ui 
KO 4 om C 48622 2. COMAE, KARE, 裏面 は 黄色 . 筆者 の 検 し た Gomera 産 
ず は 後 次 表 面 に 微か な 紫色 の 幻 色 が 認め られ る . 紫外 斑 の 反射 が 可視 光 域 に 及 ん だ も の で あろ う . 9 
Tenerife 島 産 で は や や 棒 色 を 帯び た 黄色 . Gomera 島 産 の や は どく 淡い 棒 黄 色 で ほとん ど 白 に 近い . 

両 島 産 と も ゃ ず の 紫外 斑 は IV 型 , 前 後 竣 の 縁 ど り は 極め て 細い . $0 Teneriffe 島 産 は IV 型 の 紫外 斑 を 
持つ . その 縁 ど り は ず よ り 広 く , 特に 後 凌 で 著しい . Gomera 島 産 の や に は 紫外 斑 は な い . 


考 = 


以上 述べ た よう に , 本 属 の 紫外 斑 の 形態 は 比較 的 少数 の 発達 段階 に 整理 で きる に も か か わら ず , 各種 ( 亜 
種 ) う それぞれ の 発現 は 多様 で , 系 統 や 類縁 関係 か ら だ け で は 解釈 出来 な いし . この た め NEKRUTENKO は 各種 
群 と 共通 し て 紫外 斑 が 大 か ら 小 へ の 進化 段階 が ある と 説明 し て いる . また 牧 林 (0976) の 示し た 気候 適応 
の 観点 か ら の 本 属 の 分 布 モ デル (これ は 紫外 斑 と は 無関係 に 作成 され た ) に よる と , 一 般 に 暖地 (低地 ) 
適応 と され て いる 種 に 紫外 斑 が 発達 する こと が 認め られ る が , その 発現 を 環境 的 な 面 の み で 理解 する の も 
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困難 で あろ う . 筆者 は 種 や 亜 種 に 固有 の 紫外 斑 の 出現 に 関し て は , 以下 に 述べ る 種 間 関係 が 大 きく 関与 し 
て いる と 考え る . 

本 属 の 上 蝶 は 同 所 的 に は 3 種 以内 (四川 省 の み 4 種 ) が 分 布 す る . Fig. 38 に これ ら の 各種 の 分 布 状 況 と 紫 
外 斑 型 の 関連 を 示し た ( 千 の 紫外 斑 は 除く ). この 図 に 見 られ る よ うに , 一 部 に 例外 は ある が 「 同 所 的 な 各 
個体 群 の 紫外 斑 は 相互 に 異な る 」 と 言う 原則 が 存在 する . すなわち 各種 癌 に 形質 置換 が 生じ て いる . これ 
は 紫外 斑 に 適応 的 な 意味 が ある こと を 示唆 する . 

Gonepteryx に は 発 香 鱗 は な く , 同種 認識 は 視覚 に 依存 し て いる 可能 性 が 高い . 鞭 の 斑紋 と 色調 の 変化 に 
乏しい 本 属 に と っ て , 紫外 斑 は 同種 を 認識 する た め の 重 要 な 手段 の 一 つ で あろ う . お そら く 配 偶 行 動 な ど 
を 通じ て 各地 域内 で 互い に 異な る 固有 の 型 が 出来 て きた も の と 推測 され る . た だ し 属 全体 と し て は , 紫外 
斑 の 形態 の 分 化 は それ ほ と 顕 著 で は な く , 同 所 的 な 種 間 で 識別 可能 な 組合 せ が 出 来る 程度 に 止 っ た , と 言 
Ap. 

例 と し て G. amintha を 見 る と , 大 陸中 央 部 (ssp. amintha 3s k U limonia) で は HI 型 で , 混 棲 する G. 
maxima major (IV ED, G. aspasia acuminata (II 型 ) と は 紫外 斑 で 容易 に 区 別 出来 る . まれ に 後 次 斑 の 
現れ る 個体 が ある が , 痕跡 的 以上 に は 発達 し な い . し か し 台湾 (ssp. formosana) で は lI 型 か ら IV 型 に 
わた る 幅広 い 後 次 斑 の 変異 が 現れ る . これ は 競合 種 の 欠 除 に より (高地 で は 1 型 の G. taiwana と 混 棲 する 
23) 紫外 斑 の 差 に 意味 が な く な っ た 結果 で は な か ろう か . SER» hT G. amintha の 各 亜 種 が IV 
型 な の も 興味 ある 事実 で , 型 の 決定 ・ 発 現に 単純 で な い 面 が ある こと を 思わ せる . 

一 部 地域 で の 同一 紫外 斑 型 の 混在 の 理由 は まだ 十分 に 説明 出来 な い が , 視覚 的 識別 は 裏面 の 色調 に よっ 
て いる 可能 人 性 が ある . 本 属 の 裏面 の 緑 白 色 は 紫外 線 を 含ん で お り , 蝶 の 色覚 で は 黄色 と の 差 は 著しい に 
違い な い . 北ア フリ カ で は G. rhamni と 裏面 の 白化 し た G. cleopatra の 差 は 明 瞭 だ し , それ ほど と 顕著 で は 
な い が 華 西 か ら ヒ マラ ヤ で は 裏面 黄色 の G. aspasia, G. mahaguru と 他 種 の 間 に 同 様 の 関係 が 認め られ る . 

この よう に 考察 を 進め る に は , 現在 の 知見 で は まだ 不 十分 な こと と は 明らか で ある . ヒマ ラ ヤ 地域 , 特に 
その 東西 の 辺 縁 部 な ど , 分 布 の 詳細 や 紫外 斑 の 形態 の 確認 が 必要 な 地域 も 残さ れ て いる . また 生態 , と り 
わけ 行動 学 的 な デー タ の 不足 も $ 大 き な 間 題 で ある . 配偶 行動 の 際 に 千 が を 認知 する 仕組 みな ど は , 本 属 
に 限っ た こと で は な い が , 未知 の 部 分 が 多い . また 一 部 に 現れ る 早 の 紫外 斑 は 多 型 現象 の 一 環 と 考え られ , 
適応 的 意義 は ず の 場合 と 異な る と 予想 され る た め 今 回 は 考察 に 加え な か っ た . 紫外 斑 の 多様 性 を 統一 的 に 
理解 すみ る た め に は 少な く と も これ ら の 面 か ら の 探究 が 必要 で あろ 2 う . 
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Summary 


The genus Gonepteryx was taxonomically reviewed mainly based on the ultraviolet reflective 
patches generally called “the UV pattern" or "the hidden wing pattern" on the upperside of male 
wings. 

The UV reflective patches, general features, distribution and taxonomic notes were briefly 
described in each species and subspecies. The description of UV reflective patches was made by 
classifying into 5 grades in relation to the development of UV reflective patches. 

The UV patterns were so constant in every species (or subspecies) that it could be used as an 
useful character to classify the Gonepteryx species, except for some cases such as in G. rhamni 
rhamni or G. amintha formosana in which the pattern was individually fairly various. 

In most localities where 2 to 4 species occur sympatrically, these patterns were specifically 
different in the grades. This fact suggests that the UV patterns had been characteristically developed 
in each species so as to play an important role not only in intra-specific sexual communication, but 
also in behavioural isolating mechanism. 
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